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DNA依存 RNA合成に対する紫外線作用特に RNA鎖の伸長に対する DNA分子上の紫外線損傷
の作用について検討した。実験系としてin vitro R N A 合成系では紫外線照射した T2DNA と大腸菌
のRNA polymerase を用いた。 in vivo RNA 合成系では紫外線照射したT2phage を BS-1 に感染さ
せて後、感染初期におけるmRNA合e成の系を用いた。これら両系を比較させながら RNA 鎖の伸長に
およぼすPyrimidine dimer の効果を分析した。
紫外線照射したT2DNA をtemplate とする in vitro RNA 合成系での RNA 鎖の伸長は紫外線損傷
の所で停止する。この考察は次実験事実より支持される。
1 .紫外線照射したT2DNA を template として合成される RNA 分子の大きさは線量の増加に伴っ
て小さい。
2. rifampic in 存在下での RNA 鎖伸長において、紫外線照射したDNA のときのRNA 鎖伸長の
termination は非照射のときより早い。
3. 紫外線照射したT2DNA をtemplate として合成されたRNA のT2DNA との hybrid 形成能は線
量に応じて低下することなく、線量に無関係にいつも非照射のときのそれと同じ値を示す。
しかしながら、大腸菌の菌体内で進行するじDNA に依存する RNA 合成において、 RNA鎖の伸長は
じDNA 分子上のPyrimidine dimer の所で停止せずに、 dimerの所を乗り越えて RNA 鎖の伸長は続
くと考えるべき実験結果を得た。つまり、 RNA鎖は Pyrimidine dimerの所まで、はDNAと塩基相補性を
保ちながら伸長を続けるが、そこで停止することなく adenine rich な塩基組成の塩基相補性のない
RNA 鎖の形成で Pyrimidine dime rを乗りこえ、更に伸長は続くと考える。この推察は次の実験事実
より支持された。
1 . T2phage への紫外線量と無関係に感染菌中で合成される RNA 分子の大きさは殆んど等しい。
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実際 RNA 鎖伸長の termination の時期が紫外線照射によって早くなるようなことはない。
2. 紫外線照射したT2Phage 感染菌中で合成される RNA 分子の大きさは線量に関係なくいずれも
大差ないにもかかわらずじDNA とのhybrid 能が線量の増加に対応して低いRNA が合成される。実
際T2DNA と水素結合可能な、従ってRNase で処理したあとも消化されずにDNA と hybrid として残
る T2DNA の塩基配列と完全に相補的な塩基配列をもっ RNA 鎖部分の大きさは線量に対応して小さ
し '0
3. 上述のT2DNA と hybrid を形成し得る RNA 鎖部分と、 hybrid を形成し得ない RNA 鎖部分
との塩基組成を比較すると明らかに異っており、 uracil と adenine の存在比 (U/A) は後者で有意
義に小さい。
論文の審査結果の要旨
この論文は，紫外線損傷を与えたTz 7 ァージDNAによる大腸菌 BS-1 の DNA依存 RNA 合成とく
に RNA鎖の伸長が， in vivo の条件でどのような影響を受けるかをしらべた研究で、つぎのような結
果が得られている。
In vitro の条件では，紫外線照射した TzDNAに依存する RNA 合成が損傷部位で停止することが
わかっているが、生細胞で RNA 合成が行なわれるときは、 RNA 分子の大きさは紫外線照射の有無
また線量の大小にかかわらずはぽ同じであって、 DNA 損傷に対応する RNA 鎖伸長の停止は認められ
なかった。しかしながら、合成されたRNA の正常な T2DNA に対するハイブリド形成能は、 T2 7
ァージに与えられた紫外線量に比例して減退するし、ハイブリドを形成しないRNA 鎖の部分はハイ
ブリドを形成する部分にくらべてウラシル/アデニンの比が低い、いいかえるとアテホニンがより豊富
であることがわかった。著者は以上の結果から、 T27 ァージ DNA に依存して大腸菌細胞内で行な
われる RNA 合成においては、 RNA鎖は紫外線損傷部位をこえて伸長すると考えてその機構を論じて
いる。
著者の研究は放射線生物学ならびに分子生物学の分野において興味ある知見をあたえるもので、理
学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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